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共立女子大学総合文化研究所紀要 第19号 (3-3) (2013) 
染織品の流入期を認めることができる。それはほぼ600-700年の間隔を置いて3度われわれの歴
史の中に現れる。第一回目は飛鳥・奈良時代.中国陪・唐の文化が急速に流れ込んだ時期のことで
ある。法隆寺と東大寺に代表される大寺院に伝来した7-8世紀の染織品の中には多くの中国染織
品.あるいは朝鮮や西アジアもしくは南方からもたらされたと考えられる染織品が含まれている。
素材は，綾や錦といった絹ばかりでなく羊毛を使ったフェルトや木綿なども見られ.技法も織物だ
けでなく.刺繍や緋など多岐にわたる。
また明らかに海外から渡来したとわかるもの以外でも.現在.法隆寺や正倉院・唐招提寺・叡福
寺などに伝存している多くの7-8世紀の染織品は.これらと殆ど見分けのつかないものや.これ
ら舶載の染織品の影響を強く受けたものである。
しかし文化の国風化が時代の特徴とされる平安時代になると，染織においても技術や意匠の和様
化が見られるようになる。ここでは，奈良時代の染織が持っていた舶来染織の影響はほとんど影を
潜め.それとはわからないほどほぼ完全に消化・吸収されてしまう。
次に第2回目の外国染織の大規模な流入は.14-17世紀頃にかけて起こった。すでに見てきた
戦衣に使用されている舶載染織品はそれであり.西洋服飾の影響もまたこれに関連するものである。
室町時代から江戸時代初期に至るこの時期は.中国では元・明時代にあたり，絹織物を中心に第1
期の流入期とは異なった内容の染織品が日本にもたらされた。金欄・鍛子はその代表的なものであ
る。
またこの時期にはインドやインドネシア等の東南アジア諸国から 間道や更紗といった木綿製品.
ヨーロッパから南蛮・紅毛貿易を通じて羅紗を代表とする羊毛製品がもたらされた。
これら当期の舶来染織品は，その種類と数において第 l期に流入したそれよりも遥かに多く，ま
たその時期も第1期よりも長い。従って.これらの受け入れられ方も，飛鳥・奈良時代においては
舶来染織品が皇族やこれに近いごく一部の人々や寺院でのみ用いられたのに対し.この時代の舶来
染織品は.社会のかなり広い階層に渡って普及しそれ故に日本の染織技術や意匠に与える影響も
一層大きなものとなった。
これに続く外来染織品の第3の流入期は.いうまでもなく明治時代である。この時代の特徴は，
欧米から流入した染織品の影響によって.技術においても意匠においても.その後の日本の染織が
大規模に変化してしまったことである。すなわち.ごくわずかに江戸時代以来の伝統的な染織品が
残った以外は.ほぼ完全に西洋風の染織が一般化し以後現在に至るまで，それが日本の染織の主
流となってしまう。
このように見てくると.飛鳥・奈良時代においては.舶載裂が急速に受け入れられた一方.これ
に決別するのも早く.その影響も長く続いてはいなしE。また明治期においては.外来染織が日本の
染織に影響を与えたというよりは.これに取って替わり.伝統の染織を失わせることとなった。
これらに対して，室町時代から江戸時代にかけての外来染織品は，受容が持続的であったため.
日本の染織に大きな影響を与えながらこれと融和し並存していた点が特徴的である。
それゆえ，戦衣に限らず.近世の日本染織を理解するためには.同時期における舶載染織品流入
? ?
近世の職衣の特徴とその文化史的意味ー外国染織の影響を中心にー
の実態とその影響に関する調査・研究が欠かせないのである。
